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目的 
患者満足度調査により 2014 年 5 月新病院移転後の当院透析室の課題を検討する。 
方法 
当院維持透析患者を対象にアンケート調査を実施し、前年度の調査と比較 
結果 
全体の満足度は 2013 年 67％、2014 年 78.2％と上昇していた。 
満足度が低下した項目は、移転翌月は観察がなされていない等、フットケアに関するもの

であった。 
待合室の居心地に対する満足度は 59.2％で前年より 18.5％上昇したものの、依然低く、椅

子が不足している等の意見があった。 
考察 
新病院移転による環境の改善や、接遇に対する取り組みが満足度の上昇につながったと考

えられる。一方、移転に伴い定期的に行っていたフットチェックが行えず、フットケアに

おいて満足度が低下した。また、透析室入室8:50であるが6:30から来院する患者も存在し、

8:00 から行列ができている。入室時間の分散が図れず待合室でくつろげない状況にあり、

対策が必要である。 
まとめ 
全体的な満足度は上昇したが問題点が明確となった。フットチェックに対しては今後計画

通り行う必要がある。また待合室の問題には、時間の分散や待ち時間を利用して、ストレ

ッチや情報伝達の場として活用できるよう取り組んでいく必要がある。 


